
令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 小学部 学  年   ２年 

教科等名 算数 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

（知・技）２０までの数の概念や表し方について理解し、数量の基礎を培う。  

（思・判・表）身の回りにあるものの大きさや長さに注目し、比べることについて

の基礎を養う。 

（主）身の回りのものの形に着目し、分類したり、集めたりすることを通して、形

の性質に気付く力を養う。 

担当教員 教員：楠本泰周 生井恭子 小貫蒼 

年間授業数 75.8 単位時間 

使用教科書 さんすう☆☆（１）教育出版 さんすう☆☆（２）教育出版 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

年

間 
個別学習 45.8 

○数唱、数列、数量の理解、数の合成・分

解。 

○大小・多少・長短。 

○形の弁別、分類、マッチング、模写。 

○空間における位置関係の理解。 

◆数量や数の表し方について理解する。 

◆大きさ、長さなど比べることについて

の基礎を培う。 

◆形の弁別、分類、マッチングができ

る。 

・外部専門家と

連携し、的確な実

態把握を行う。 

・個々の課題に

合わせて、教材を

用意する。（タイ

ル、たしかめ板、

ワークシート等） 

４ 
どこにかくれ

ているかな 
６ 

○宝探しゲーム。（複数の箱の中に入って
いる物を探し当てる。） 

◆箱の中に隠した物を記憶したり、目で

追って探したりできる。 

・隠すものは児

童が好きなもの

や注目しやすい

ものにする。 ５ 

６ 
おなじものを

さがそう 
６ 

○具体物を見て、同じ絵カードを見つけ

たり、写真や絵カードを見て、同じもの

を見つけたりする。 

◆同じという概念に気付き、同じものを

選んだり、合わせたりすることができ

る。 

・児童にとって

身近なものや好

きなものの絵や

具体物から学習

を始める。 ７ 

９ 
どっちがおお

きい 
６ 

○形や具体物の大きさの比較。 

〇頭の中で大きさを比較する。 

◆形や具体物の大小が分かる。 

◆見えないものを類推して比べ、大小が

分かる。 

・言葉だけでな

く、身振りをつけ

ながら、理解へつ

なげられるよう

にする。 
10 

11 
かぞえてみよう

①（数唱、数列） 
６ 

〇数を数える。（数唱と数字の読み） 

〇数字を順番に並べる、書く。 

◆数を数えたり、順番に並べたりする活

動を通して、数えることの基礎を培う。 

・歌など、児童が

口ずさみやすい

方法で繰り返し

取り組む。 12 

１ 

かぞえてみよう

②（数量の理解） 
６ 

○数詞と物の対応。（この中から〇こちょ

うだい、〇こ取って等） 

◆数とそれに対応する量とを結びつける

ことで数量を理解する。 

・ドットや具体

物を使い、数詞と

数量を見て確認

できるようにす

る。 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 小学部 学  年 ２年 

教科等名 図画工作 B 学習グループ Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技)形や色などに気が付き、材料や用具を使うことができる。 

(思・判・表) 表したいことを考えたり、教職員に伝えたりすることができる。 

(主) 作り出す楽しさに気が付き主体的に取り組むことができる。 

担当教員 教員：小貫 蒼、楠本 泰周、生井 恭子 

年間授業時数 39 単位時間 

使用教科書 かがくのとも絵本しんぶんしでつくろう（福音館書店） 

月 単元名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

５ 

絵具を混ぜて

色を塗ろう 

 

 

８ 

○色塗りやスタンプ押し。 

○色を混ぜて色々な色をつくる。 

◆絵具を混ぜて色が変わる様子に注目するこ

とができる。 

◆道具を使って、色々なところに色を塗るこ

とができる。 

・大きくて広い紙

等を用意する。 

・個々にあった道

具を用意する。 

６ 

７ 

版画制作 

 

 

７ 

○ローラー、ばらんなどを使い、はんがの作品

を作る。 

◆自分から手の平全体で材料に触れる。握っ

たり、押したりして感触を受け止め、手を使

う経験を広げる。 

◆紙等を貼り合わせて版を作り、映して表す

ことができる。 

・個々にあった道

具を用意する。 

・見本を提示し、何

を作るのかが伝

わ る よ う に す

る。 

 

９ 

オリジナルの

お面をつくろ

う 

４ 

○お花紙や紙などの飾りを丸めたり切ったり

して飾りを作る。 

〇作った飾りを貼り付ける。 

◆はさみ等の道具を活用しながら作品作りに

取り組むことができる。 

◆出来上がる作品に期待しながら作る。 

・制作の振り返り

の時間を設け、

作品を鑑賞し合

え る よ う に す

る。 

10 

11                 

    

輝虹祭に向け

てグッズを作

ろう 

８ 

○教室内の装飾作り。 

○お祭りで使用するグッズ製作。 

◆作りたいものを教職員に伝えることができ

る。 

◆道具を正しく使って、教職員と一緒に作る

ことができる。  

                        

・並べ方なども工

夫できるように

提案する。 

・友達の様子が見

られるように机

の位置の工夫を

する。 

12 
季節の飾りを

つくろう 
３ 

○クリスマスの装飾作り 

◆役割を理解して、貼ったり切ったりして装

飾を完成させようとする。 

・見本を提示し、何

を作るのかが伝

わ る よ う に す

る。 

１ 

２ 

３ 

粘土で作ろう ９ 

○粘土学習 

○ペンダント作り 

◆粘土の特性を楽しみながら、進んで触り、形

を変えたり型にはめたりすることができ

る。 

◆準備や片付け、手洗いまでを教職員と一緒

に学習することができる。 

・個々にあった道

具を用意する。 

・見本を提示し、何

を作るのかが伝

わ る よ う に す

る。 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 小学部 学  年 ２年 

教科等名 音楽 学習グループ Ｂ（知的代替） 

ねらい 

（知・技）簡単な音楽のつくりについて気付くとともに、音楽表現を楽しむため

に必要な身体表現、器楽、音楽づくりの技能を身に付ける。 

（思・判・表）音楽表現を通じて、音や音楽に興味をもって聴くことができるよ

うにする。 

（主）仲間と一緒に音楽活動する楽しさを味わいながら、音楽経験を生かして生

活を明るく楽しいものにしようとする態度を養う。 

担当教員 教員：楠本泰周 生井恭子 小貫蒼 

年間授業時数 ３７単位時間 

使用教科書 やさしいこどものうたとあそび（ドレミ楽譜出版社） 

月 単元（題材）名 
指導 

時数 
○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

年

間 

季節の歌 

 

通年 

○歌唱、鑑賞 

始まりの歌：「はじめよう」 

春：「さくら」「春の小川」他 

夏：「ピクニック」「かえるの合唱」他 

秋：「証城寺の狸囃子」「とんぼのめがね」

他 

冬：「カントリーロード」「コンコンクシャ

ン」他 

◆歌唱表現についての知識や技能を得た

り生かしたりしながら、好きな歌や旋律の

一部分を自分なりに歌おうとする。 

◆曲想や楽器の音色、リズムや速度の違い

に気付くことができる。 

・春、夏、秋、冬の歌や

季節行事にちなんだ歌

を取り入れる。 

・季節をイメージしや

すいよう、画像や動画

を活用し、季節にちな

んだ具体物を用意す

る。 

４ 

５ 

いろいろな音 

５ 

〇「なんのおと？クイズ」楽器・動物・花

火・電子音などの生活音等 

◆音を聴いて何の音か想像し、イメージを

膨らませることができる。 

・児童が馴染みのある 

楽器を扱う。 

・慣れてきたらクイズ

を出し合い意欲を引き

出す。 

６ 

７ 

からだで音楽 

ゆっくりはやく 
７ 

○友達や教職員と一緒に曲や歌に合わせ

てやりとりしたり、踊ったりする。 

◆友達や教職員とリズムや動きを合わせ

て、やりとりしたり、踊ったりする。 

・ダンスの動きが分か

りやすいよう、低速に

した動画等で見本を見

せられるようにする。 

９ 
大きな音、小さ

な音 
７ 

〇様々な打楽器を歌詞や曲に合わせて大

きな音、小さな音で鳴らす。「しあわせな

らてをたたこう」「おおきなたいこ」等。 

◆歌詞や曲を聞いて、音の大きさを感じ、

大きい、小さいに合わせた音で打楽器を鳴

らすことができる。 

・児童の身体の実態に

応じて、握りやすい太

さや、叩きやすい大き

さに工夫する。 

10 

11 

12 

めざせがっき名

人 
１０ 

〇曲に合わせて、楽器を鳴らして、音楽を

表現する。高い音、低い音他 

◆音や音楽を聴きながら、楽器をタイミン

グよく鳴らすことができる。 

・鳴らすタイミングが

分かりやすいよう、リ

ズム表を呈示する。 

１ 

２ 

３ 

ドレミとなかよ

し 
８ 

〇リズム打ち 

◆曲のリズムに合わせて楽器を鳴らすこ

とができる。 

○メロディー演奏 

◆曲に合わせて、ドレミ・・・を鳴らすこ

とができる。 

○合奏 

◆友達の楽器の音も聞くことができる。 

・歌詞カードに色付け

してチーム分けを明記

する。 

・児童の実態に合った

楽器を選べるように提

示する。 

・動画等を用いて、演

奏する音やタイミング

を分かるようにする。 

※児童の学習の習得状況に応じ、学習内容の精選や進度の調整を行います。 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 小学部 学  年 ２年 

教科等名 体育 B 学習グループ Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技) ルールを理解し、教員や友達を介し作戦を立てたり友達と協力したりできる。 

(思・判・表) 楽しく身体を動かす。 

(主) 主体的に身体を動かしたり、色々なスポーツに興味をもったりして学習することができ

る。 

担当教員 教員：楠本泰周 生井恭子 小貫蒼 

年間授業時数 38.2 単位時間 

使用教科書  

月 単元名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

通年 
身体作り 

運動 

 

 

○5 分間走 

○ラジオ体操 

◆できる動きは、積極的に動くことができ

る。 

◆モニターや教員の動きを見て、まねができ

る。 

・時間やルールをわかり

やすく説明する。 

・できたことは評価し、次

の学習へとつなげる。 

 

４ 

５ 

道 具 を 使 っ

ての運動（ボ

ール） 

 

 

 

 

8．2 

 

 

○シュート型ゲーム 

○ネット型ゲーム 

◆自分のチームが分かる。 

◆シュートできそうな位置やタイミングは

学習を通して知ることができる。 

・シュートネットは毎回位

置や高さを変えて、児童の

実態に合わせる。 

・シュートが決まった時は

成功を評価する。 

６ 

７ 

９ 

 

 

水泳 

（実施でき

な い 場 合 

体つくり運

動） 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

○水遊び(水慣れ、水中歩行、もぐる、息を吐くなど) 

○浮く(背浮き、伏し浮き、けのびなど) 

○泳ぐ(補助具を使ってキックやストローク

等) 

◆水に慣れ、リラックスするとともに水中で

意欲的に身体を動かす。 

 

・個々の課題に応じ、補助

具を使用したり介助した

りする。 

・気温や水温、体調の変化

に留意し、無理なく活動

できるようにする。 

・入水できない場合は、個

別に学習する用意する。 

10 

11 

12 

マット運動 

 

 

 

 

８ 

 

 

○上半身を使って目的の場所に進む 

◆約束を守って安全に活動に参加すること

ができる。 

◆仲間を意識して取り組んでいる 

・学習の初めにしっかりス

トレッチを行う。 

・無理な動作にならないよ

うに、事前に身体の実態を

共有する。 

 

１ 

２ 

３ 

球技 

ボッチャ 

 

１０ 

   

○ルール説明 

○ボッチャゲーム 

○準備・片付けも担当する 

◆順番を守ることができる。 

◆友達を応援することができる。 

◆投げ方や自分がいる位置を確認することがで

きる。 

・他の学習グループや N 文

門の友達を対戦できるよう

にし、実践のゲームをしな

がら学べるようにする。 

 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 小学部 学 年 ２年生 

教科等名 生活単元学習  学習グループ Ｂ（知的代替） 

ねらい 

（知・技）様々な活動を通して、自分、身近な人、社会、自然に関心をもち、生

活において基本的な習慣や技能を身に付ける。 

（思・判・表）植物の生長の観察、季節行事を通して自然の変化や季節を感じ、

興味・関心の幅を広げることができる。 

（主）教職員と一緒に様々な活動を楽しみながら、生活経験の幅を広げていく。 

担当教師 教師:小貫 蒼 楠本泰周 生井恭子 

年間授業時数 152.2 単位時間 

使用教科書 やさいのうえかたそだてかた（岩崎書店）ともだちや（偕成社） 

月 単元名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

通

年 

・課題に取り組

もう 

58．2 ○個別課題学習 

◆実態に応じ、学習を身に付ける。 

・児童の実態に応じ

た課題に取り組む。 

・英語でコミュ

ニケーション 

12 ○表現活動 

◆簡単な英語を使って表現活動ができる。 

・教師も一緒に楽し

く活動する。 

・学校の安全 

 

11 ○避難訓練の事前、事後学習 

◆安全に生活するにはどんなことに気を付

けるのかを知る。 

・自分を守る防災頭

巾や小さくなる姿

勢などを毎回取る。 

・花や野菜を育

てよう 

10 ○花・野菜調べ、雑草取り、種まき、観察 

◆植物の成長に興味をもつ。※適宜観察 

・実物や写真を提示

しながら進める。 

４ 
・学校探検 ６ ○各学年の教室の場所などを確認する。 

◆大まかな校内の位置を知る。 

・校内地図を確認す

る。 

５ 
・自分でできる

よ。 
６ 

○手洗い、衣服の着脱や物の移動など。 

◆できるは自ら進んで、やってみようとし

ているか。※学習後も継続していく。 

・できたことは評価

し、定着を目指す。 

５ 

６ 

・社会見学へ行

こう（事前・後） 
８ 

○社会見学へ行くことを知る。買い物学習。 

◆行く日時や場所が分かったか。買い物の

方法・マナーが分かったか。 

・ポスターや動画な

どを効果的に使う。 

７ 

９ 

・夏祭りをしよ

う！（準備） 
５ 

○どんなお祭りにしたいのか計画をする。 

◆自分の意見が言えたか。友達の意見も聞

けたか。 

・想像できるように

写真や動画を提示

する。 

・夏祭りをしよ

う！（開催） 
５ 

○役割や担当を果たして、楽しむ。 

◆自分の担当を知り、役割を果たすことが

できたか。 

・教職員も一緒に楽

しみ、盛り上げる。 

10 

11 

・虹輝祭を成功

させよう 
５ 

○展示作品の仕方を工夫する。また、他の

学習グループの作品を見て、記録する。 

◆グループ内で相談しながらできたか。 

・具体的に伝わるよ

うに写真などを見

ながら進める。 

12 
・お楽しみ会を

しよう 
８ 

○1 年間頑張ったことをグループのみんな

で発表し、称え合う。 

◆グループ全員で、頑張りを認め合うこと

ができたか。 

・想像できるように

写真や動画を提示

する。 

１           
・書初めをしよ

う 
８ 

○書初め、筆や墨を知る。 

◆お見本を見ながら書くことができたか。 

・道具を大切に使う

ことを最初に説明

する。 

２

３ 

・ 目 指 せ 、 決

勝！（ボッチャ） 
10 

○ルールを守ってボッチャをする。 

○応援グッズなどを作成する。 

◆ゲームに参加できたか。 

・手指の消毒や応援

の仕方などに注意

を払いながら行う。 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 小学部 学  年 ２年 

教科等名 特別活動 学習グループ（教育課程） 
Ａ（自立） 

Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技)集団の活動の中で、友達を意識する。 

(思・判・表)集団で活動することの楽しさを味わう。 

(主)教師等や友達との交流を通して、人間関係を育て、社会性を育む。 

担当教員 
教員：片田 進、園上 裕子、小澤 りお、加藤 昌史、小貫 蒼 

ＣＧ：河室 里栄、小竹 明子、白井 尚美、渡邊 恵子 

年間授業時数 37 単位時間 

使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

始業式 

自己紹介 

新入生歓迎会 

学年の時間 

終業式 

 

 

13 ○各行事 

・新入生歓迎会、始業式、終業式など 

◆学年、学部の友達との仲間意識を育む。 

◆学期の始まりと終わりに意識を向け、学

校生活の節目を知る。 

○学年の時間 

・教職員紹介、交流遊び、誕生会など 

◆歌やゲーム、交流を通して、集団での活

動の雰囲気や挨拶、思いやりやルールに

ついて知る。 

 

 

 

・学校行事の特

質を生かし、

特別活動にお

ける集団活動

と交流活動の

関連を図る。 

・初めは安心し

て活動できる

よう、教職員

を介して関わ

りを深めてい

く。 

・誕生日会では

風船を使って

お祝いする。 

・虹輝祭では、

学習成果を発

表し、自信を

付けられるよ

うにする。 

・それぞれの児

童の役割を明

確にする。 

・児童が見通し

をもち、安心

して参加でき

るように視聴

覚教材や身体

活動を伴う教

材 を 準 備 す

る。 

５ 

６ 

７ 

９ 

始業式 

虹輝祭 

学年の時間 

終業式 

14 ○各行事 

・虹輝祭、始業式、終業式など 

◆虹輝祭は学習の成果を発表する。 

◆学期の始まりと終わりに意識を向け、学

校生活の節目を知る。 

○学年の時間 

・交流遊び、誕生会など 

◆歌やゲーム、交流を通して、集団で活動

する楽しさを味わう。 

10 

11 

12 

１ 

始業式 

６年生を送る会 

学年の時間 

修了式 

 

10 

 

○各行事 

・６年生を送る会、始業式、修了式 

◆学期の始まりや学年の終わりに意識を向

け、学校生活の節目を知る。 

○学年の時間 

・交流遊び、進級に向けて２年の振り返り、

誕生会など 

◆２年生のまとめや振り返りを通して、自

分や友達の成長を知るとともに、次年度

への期待感をもつ。 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 小学部 学  年 ２年 

教科等名 遊びの指導 学習グループ（教育課程） Ａ（自立）Ｂ（知代） 

ねらい 

(知・技) いろいろな遊びを経験し楽しむ中で、身体の動かし方や道具の操作の

仕方を学ぶ。 

(思・判・表)遊びの経験を通して物や人への興味関心を広げ、好きな遊びを増

やす。 

(主) 楽しい気持ちややりたい気持ちを自分なりの方法で表出する。 

担当教員 
教員：片田 進、園上 裕子、小澤 りお、加藤 昌史、小貫 蒼 

ＣＧ：河室 里栄、小竹 明子、白井 尚美、渡邊 恵子 

年間授業時数 37 単位時間 

使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

身体を使って

遊ぼう 

 

遊具で遊ぼう 

 

 

水遊びをしよ

う 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○身体を使った遊び 

・くすぐり遊び、ゆさぶり遊びなど 

◆身体に触れられることを受け止め、楽

しむことができる。 

◆快不快の気持ちを表出するとともに、

もっとやりたい気持ちを表出することが

できる。 

◆いろいろな教職員や友達と関わること

ができる。 

○遊具遊び 

・回転シーソー、ブランコなど 

◆教職員と一緒にいろいろな遊具に乗

り、身体の動かし方を学ぶ。 

○水遊び 

・色水遊び、足水浴など 

◆教職員や友達と一緒に水の感触を楽し

むことができる。 

・絵カード等を提
示し視覚支援を
行いながら進め
る。 

・児童同士の距離
感に注意する。 

・無理強いはせず
様子を見ながら
進める。 

・色水は、入浴剤等

を使用し、香り

でも興味をもて

るようにする。 

・遊具の安全性を
確保し、遊具に
乗る際の姿勢に
注意する。 

５ 

６ 

７ 

９ 

触ってみよう 

 

 

遊具で遊ぼう 

 

 

 

13 

 

 

 

 

 

○感触遊び 

・音の鳴るおもちゃ、振動するおもちゃ、

スイッチで動くおもちゃなどを触る 

◆様々な感触を受け止め、興味関心を広

げ、好きな遊びを増やすことができる。 

◆道具の操作の仕方を学ぶ。 

○遊具遊び 

・ピーナツバルーン、ブランコなど 

◆教職員と一緒にいろいろな遊具に乗

り、身体の動かし方を学ぶ。 

◆やりたい気持ちを表出し、伝えようと

することができる。 

・事前に手をマッ
サージし感覚を
高める 

・無理強いはせず
様子を見ながら
進める。 

・児童同士の距離
感に注意する。 

・遊具の安全性を
確保し、遊具に
乗る際の姿勢に
注意する 

10 

11 

12 

１ 

お湯で遊ぼう 

 

 

遊具で遊ぼう 

12 

 

○お湯遊び 

・足浴 ・手浴 

◆教員と一緒にお湯の感触を楽しむこと

ができる。 

○遊具遊び 

・ピーナツバルーン、トランポリン、ブ

ランコなど 

◆教職員と一緒にいろいろな遊具に乗

り、身体の動かし方や道具の操作の仕方

を学ぶ。 

◆楽しい気持ちややりたい気持ちを自分

なりの方法で表出することができる。 

・お湯の温度に注
意する。入浴剤
等を使用し、香
りも興味をもて
るようにする。 

・児童同士の距離
感に注意する。 

・無理強いはせず
様子を見ながら
進める。 

・遊具の安全性を
確保し、遊具に
乗る際の姿勢に
注意する。 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 小学部 学  年 ２年 

教科等名 自立活動 ２B 学習グループ Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(1)自分の身体の状態を知り、維持・向上させるための取り組みを行う。 

(2)日常生活に必要な身体の動かし方を知り、取り組む。 

(3)移動に関する身体の動かし方を知り、取り組む。 

担当教員 教員：小貫蒼 楠本泰周 生井恭子 自立活動教諭：福永映子 小泉虹華 

年間授業時数 75.8 単位時間 

使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

自分の身体のこ

とを知り、使い方

を覚えよう。 

24 

○健康観察 

◆検温や適切な水分摂取を通して体調を整

え、学習に向かう健康状態をつくる。 

【健康の保持】 

◆その時間の学習内容を確認し、意欲的に取

り組む気持ちをもつ。 【心理的な安定】 

 

 

◯ストレッチ・トレーニング 

◆自分の身体の状況を知り、維持・向上させ

るためのストレッチやトレーニングを行

えるようになる。   【身体の動き】 

◆日常生活に必要な動作の仕方を覚え、練習

する。        【身体の動き】 

◆移動に関する身体の動かし方を覚え行う。

【身体の動き】 

◆自分の体位や動きを理解し、調整する力を

つける。        【環境の把握】 

 

 

○コミュニケーション 

◆活動の中で、自分でできる動きや補助を受

けてできる動きを理解することができる。 

           【人間関係の形成】 

◆指示された言葉を理解し、自分で身体を動

かせるようになる。  【人間関係の形成】 

◆やりとりをする中で、相手の気持ちを受け

止め、自分の気持ちを伝えることができる。 

         【コミュニケーション】 

・自立活動担当の教

員と相談しながら

取り組む。 

・必要に応じて個別

のメニュー表を作

り、見通しをもって

取り組めるように

する。 

・身体の使い方を児

童がイメージでき

るよう、動かし方の

ポイントを助言す

る。 

・学習内容に見通し

がもてるよう、活動

の始めに確認を行

う。 

・ボディーイメージ

がもてるように、動

かしている部分を

言葉で教えるとと

もに、ＩＣＴ機器を

用いて視覚的に分

かるように指導す

る。 

 

５ 

６ 

７ 

９ 
30 

10 

11 

12 

21.8 

１ 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 小学部 学  年 ２年 

教科等名 日常生活の指導 B 学習グループ Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技) ルールを理解し、教員や友達を介して友達と協力することができる。 

(思・判・表) 学校生活に見通しをもって、行動する。 

(主) 集団生活に必要なきまりを理解できる。 

担当教員 教員：楠本泰周 小貫 蒼 生井恭子 学年の教職員 

年間授業時数 353.4 単位時間 

使用教科書  

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

 

 

 

 

 

 

    

・毎日のバイタ

ルチェック 

・排せつ 

・手洗い 

・朝の身支度、

下校準備 

（荷物整理、コ

ート・靴の着脱） 

・水分補給 

・教室移動 

・係活動 

・授業・給食の

準備、片付け 

・清潔 

353.4 

○日々のバイタルチェック測定 

◆測定時は早く終わるように協力できる。 

○排せつ、手洗い。 

◆時間でトイレに行き、自立した排せつを

目指す。 

◆トイレ内では遊ばず、短い時間で済ませ

ることができる。 

○あいさつ、丁寧な言葉遣い、礼儀作法。 

◆時間やきまりを守って行動する 

○朝の身支度、下校準備。 

◆衣類の着脱、持ち物の整理など身の回り

の支度ができる。 

○教室移動。 

◆身体を傾けずに手はなるべく天板の上に

置き、安全に移動できるように協力でき

る。 

○係活動。 

◆自分の仕事に責任をもち、進んで取り組

むことができる。 

○給食前の準備・片付け。 

◆給食に必要なものが分かり、自ら準備や

片付けに取り組むことができる。 

○食事。 

◆食事のマナーを守り、正しい食事の習慣

が身に付くようにする。 

○日常生活。 

◆友達と関わりをもち、きまりを守って仲

良く遊ぶことができる。 

◆学校生活に見通しをもち、次の活動へ自

主的に取り組むことができる。 

・児童の実態

に応じた課題

に取り組む。 

・できる限り

自分でできる

ように最小限

の支援・介助を

していく。 

・身支度や給

食準備等では、

物の置く場所

を決め、できる

だけ一人で取

り組むことが

できるような

環境設定を工

夫する。 

・繰り返し行

うことで活動

の定着や習慣

化を図り、さら

に発展させて

指導する。 

・学校生活の

中で、けがのな

いよう、児童の

動きに配慮し

た動線にする。 

・安全に過ご

すことができ

るように教室

整備する。 

５ 

６ 

７ 

９ 

10 

11 

12 

１ 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 小学部 学  年 ２年 

教科等名 国語 B 学習グループ Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技) 声を出すことや表現することに興味をもち、自分から関わることができる。 

(思・判・表)コミュニケーションカードや言葉なので自分の方法で表現する。  

(主) 進んで、絵本や紙芝居などをたのしむことができる。 

担当教員 教員：小貫蒼 楠本泰周 生井恭子 

年間授業時数 115.4 単位時間 

使用教科書 ゆっくり学ぶ子のための「こくご」入門編①（同成社） ひらがなことばカード１集（くもん出版） 

月 単元名 指導時数 ○主な学習内容◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

通 

年 

 

個別学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お話会 

 

  

66 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

○人との関りを通して、話を聞く、伝える 

○なぞり学習 

○弁別学習 

○ひらがな学習 

○文字とイラストのマッチング 

○学習したことや経験したことを言葉や身

振り、イラストなどで表現し、伝える。 

◆言葉や文字に興味をもち、イラストと言葉

を繋げる。 

◆集中する時間を伸ばす。  

 

○外部専門員によるお話会の参加 

◆たくさんの絵本と・本と出会い、好きな本

を増やすことができる。 

・発達年齢・児童の

生活に合った学習

内容を取り入れる。 

・外部専門員の意

見を積極的に取り

入れる。 

 

 

 

 

 

・お話に集中でき

る環境を作る。 

・紹介を受けた本

は授業で再度取り

上げる。 

４ 

自 己 紹 介 を

しよう 

 

 

 

２ ○自分のことを新しいグループの友達に紹

介する。 

○書いたり、資料を貼ったり、映像表現した

りして表出する。 

◆できることは自分で進める。 

◆伝えたい内容を教師と一緒に表現できる。 

・見本となるもの

を提示する。 

・グループ内だけ

はなく、他の方にも

発表できるように

する。 

５ 

６ 

 

 

お 話 の 世 界

を楽しもう 

 

10 

 

○読み聞かせ 

○再現学習 

◆お話に耳を傾けることができる。 

◆役になりきったり、再現学習に参加したり

する。 

・作品に合わせて、

モニターに本を映

し出すなど、児童の

実態に合わせる。 

 

11 

12 

好 き な 本 を

増やそう 

 

 

6.4 

 

 

○図書館利用を学ぶ 

○紹介したい本を教員と一緒に探す。 

◆ルールを守って図書館利用ができる。 

◆友達や家族に本を紹介する。 

・読書月間と合わ

せて学習を進める。 

２

３ 

 

 

 

お 話 の 世 界

を楽しもう 

 

20 

 

 

 

○読み聞かせ 

○再現学習 

◆お話に耳を傾けることができる。 

◆役になりきったり、再現学習に参加したり

する。 

・作品に合わせて、

モニターに本を映

し出すなど、児童の

実態に合わせる。 

 

 


